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第 2３回高校生ものづくりコンテスト 

近畿大会 電子回路組立部門課題 競技仕様書 

1. 競技課題 

設計仕様に基づいた設計回路（入力回路）を競技時間内に設計・製作し，設計回路（入力回路）と

制御対象回路を制御用コンピュータに接続し，制御プログラムを作成し，目的の動作を行うシステム

を完成させる． 

 
図１ 課題システムの構成図 

（1） 入力回路基板① 

（ａ）ＤＣモーターの回転数を検知するフォトインタラプタのフォトトランジスタ側のオープンコレクタ

出力のための負荷抵抗は入力基板内に配置するため，５ＶとＶｏｕｔ間に４７ｋΩの抵抗器を取り

付け，５ＶとＧＮＤ間にはノイズ対策として，０．１ｕＦの積層セラミックコンデンサを取り付ける． 

詳細は資料８－１～資料８－２を参照する．また支給部品である，ＣＮＺ１０２３のデータシートに

関しては資料９－１～資料９－３を参照する． 

（ｂ）設計仕様，電子部品等は大会当日に配布する． 

（ｃ）支給した部品を用いて設計仕様に基づく図面を作図し，設計製作回路（入力回路）提出用紙に

て提出する． 

（ｄ）設計した回路図に沿って，回路を製作する． 

（ｅ）ユニバーサル基板はサンハヤトＩＣＢ－２９３を支給する．また，スズメッキ線（φ０．５ｍｍ），鉛

フリーはんだ（ＨＯＺＡＮ ＨＳ－３１３ φ０．８ｍｍ Ｓｎ－３Ａｇ－０．５Ｃｕ）を使用して製作す

る． 
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（ｆ）入力回路➀と制御用コンピュータ③はケーブルＡにより，コネクタＸＧ４Ｍ－１０３０（製造元：オ

ムロン）で接続する．但し，コネクタは相当品でも構わない．また，ケーブルＡにより入力回路➀

に５Ｖの電源を供給する． 

（ｇ）入力回路➀とケーブルＤで接続するフォトインタラプタはＫＩ１２３３－ＡＡ（販売：秋月電子通

商）を使用し，入力回路➀にコネクタＢ３Ｂ－ＸＨ－Ａ（販売：秋月電子通商）で接続する． 

（ｈ）ＤＣモーターの回転軸に取り付ける遮光板は円形で穴が６つ空いている．また，遮光版の反

対側の軸に何らかの装置を取り付ける可能性もあり，それに伴い，図２４，図２５のＤＣモータ

ーの設置場所を変更する可能性がある． 

（ｉ）外付けセンサとして，加速度センサ，アナログジョイスティックを使用し，入力回路➀にケーブル

Ｆにより，コネクタＸＧ４Ｍ－１０３０（製造元：オムロン）で接続する．但し，コネクタは相当品で構

わない．回路図を資料２のアナログ入力回路図に，使用部品表を資料４に示す． 

（ｊ）使用する部品は表１の支給部品を参照する．また，支給部品を全て使わない場合もある． 

(k)抵抗の取り付けピッチは６ピッチとする。（図８、図９参照）「６ピッチ」の場合６間隔、すなわち抵

抗の足から足まで７穴を使って取り付けることになる。 

（２） 制御対象装置② 

制御対象装置②は，制御対象として，７セグメントＬＥＤ２個，フルカラー１０バーＬＥＤ，圧電ブザ

ー，ステッピングモーター，ＤＣモーターとする． 

（ａ）出力回路基板⑥は株式会社ニソールが提供する「第２３回高校生ものづくりコンテスト全国

大会出力回路」とする．出力回路基板⑥には７セグメントＬＥＤ（２桁），フルカラー１０バーＬＥ

Ｄ，圧電ブザーが実装されている． 

（ｂ）制御対象装置②の回路図を資料１に使用部品表を資料３に示す． 

（ｃ）ステッピングモーターはＳＰＧ２７－１１０１（販売：秋月電子通商）を使用する． 

（ｄ）ＤＣモーターはＴＡＭＩＹＡテクにクラフトシリーズＮＯ．８ ４速ウォームギアボックスＨＥに付属

の２６０タイプモーターを使用し，減速比を８４：１とする． 

（ｅ）出力回路基板⑥と制御用コンピュータ③をケーブルＢ及びケーブルＣで接続する． 

（ｆ）出力回路基板⑥のＣＮ１またはＤＣジャックＣＮ４から，５Ｖの電源を供給する． 

（３） 制御用コンピュータ③ 

使用するコンピュータの性能・形状の制限はない．開発用コンピュータ④と同一機器であっても

よい． 

（ａ）入出力ボートの信号レベルは５Ｖとする． 

（ｂ）各自が準備した電源装置から電源を供給する． 

（４） 開発用コンピュータ④ 

使用するコンピュータに制限はない． 

（ａ）制御用コンピュータ③のプログラム開発環境を競技者が持参する． 

（５） 電源装置⑤ 

（ａ）性能・形状の制限はない．課題システムの動作に必要とされる容量の電源を用意する． 

（６） ケーブル 
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（ａ）ケーブルＡ，ケーブルＢ，ケーブルＣ，及びケーブルＤ，ケーブルＥ，ケーブルＦの使用を資料５

に示す． 

ケーブルＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆおよびステッピングモーター用のケーブルＧ，ＤＣモーター用ケー

ブルＨは各自で準備する． 

２ 作業条件 

（1） 競技時間 

2時間 30分( 150分)とする． 

（2） プログラムの作成について 

（a） 事前に練習時などで制作したプログラム類またはドキュメント類は持ち込めない．但し，動作

チェックプログラムを確認するためのソースファイル，ヘッダファイルは持ち込む事ができる． 

（b） プログラム作成時に使用するファイル類は事前に大会事務局に提出したソースファイル，ヘ

ッダファイルに記述したものに限る． 

事前に用意することが出来るソースファイル，ヘッダファイルについて 

⚫ マイコンの動作環境に係るレジスタなどの初期設定(使用ポートのデータ方向設定を

含む)と,タイマ割り込みや割込み，A/D 変換モジュールに係る初期設定プログラ

ム，ロータリーエンコーダーに係る初期設定プログラム． 

⚫ 2 桁 7 セグメント LED の初期設定プログラムおよび表示プログラム． 

あらかじめ用意しておくことが出来る，表示パターンは 

          

「消」 「0」 「1」 「2」 「3」 「4」 「5」 「6」 「7」 「8」 

          

「9」 「Ａ」 「ｂ」 「ｃ」 「ｄ」 「Ｅ」 「Ｆ」 「Ｈ」 「Ｌ」 「-」 

当日は、これ以外のパターンも出題する． 

⚫ ステッピングモーターの初期設定プログラムおよび，動作プログラム． 

正転・逆転ができる動作プログラムまでは作成してきてよい．回転数や指定角度まで

動かすプログラムは不可とします． 

⚫ ＤＣモーターの初期設定プログラムおよび，動作プログラム． 

正転・逆転ができる動作プログラムまでは作成してきてよい．ロータリーエンコーダ

ーと連携して回転数や回転角度が制御できる動作プログラムは不可とします． 

⚫ フルカラー１０バーＬＥＤの初期設定プログラムおよび，動作制御プログラム． 
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指定した位置の LEDを指定した色で点灯させる動作プログラムは作成してきてよ

い．レベルメータ的な動作プログラム等，他のデバイスと連携させているような動作

プログラムは不可とします． 

⚫ 圧電ブザーの初期設定プログラムおよび，動作制御プログラム． 

あらかじめ，耳で聞いての高低差が聞き分ける程度の圧電ブザーが鳴らす動作プロ

グラムを作成してきてよい．音の大きさや音楽を演奏するなどの動作プログラムは不

可とします． 

（c） ７セグメントＬＥＤやフルカラー１０バーＬＥＤの表示輝度に著しい差異やチラツキがないプロ

グラムを作成する． 

（d） プログラム言語や開発環境は自由とする． 

（e） 記憶媒体等の持ち込みは禁止する． 

（３） プログラムの動作確認および完成検査 

（a） 課題は１番から取り組む必要は無く，どの課題から取り組んでもよい． 

（b） プログラムは１課題ずつ作成し，１つの課題が完成すれば挙手して完成したことを伝える．ま

た，１つの課題が終わる毎に完成審査を受ける． 

（c） 審査が重なることがある場合，挙手の順番に審査を実施する． 

（d） 完成審査で不合格の場合，再度審査を受け，合格になるまではその課題は完成したものと

は見做されない． 

（e） 完成検査で不合格となった課題について，不合格課題を放棄し，別の課題に取り組んでよ

い． 

（f） 挙手時に審査員が他の競技者の審査をしている場合は，次の課題に取り組んでもよい．上

記（ｃ）の通り，挙手順に審査を実施するので，次の課題に取り組む旨を係員に申し出る． 

（g） 競技が終了しても競技時間内に挙手した全ての課題について完成審査を継続して行う． 

（4） 服装等 

（a） 競技中は作業着を着用する． 

（b） はんだ付け作業中は保護メガネを着用する．但し，眼鏡をかけている場合はこの限りではな

い． 

（c） 作業帽，手袋は任意とする． 

３ 準備 

（1） 実行委員会が準備(支給)するもの 

（a） 入力回路基板①の製作に使用する電子部品及び材料等 

（b） 入力回路基板①の回路図を作画する，Ａ４版の提出用紙 

（c） 商用電源（ＡＣ１００Ｖコンセント２口） 

（2） 実行委員会が事前に支給するもの 

（a） 制御対象装置②および外付けセンサキットは事前に競技者が組み立てて大会当日に持参す

る． 
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（b） ステッピングモーター，ＤＣモーターは競技者が，動作が安定するように固定台に取り付ける． 

（c） フォトインタラプタ（ＫＩ１２３３－ＡＡ）はＤＣモーターの回転数が読み取れるように取り付ける． 

大会当日に実行委員会で予備は用意しません．確実に動作するように持参する． 

（d） 遮光板には、キット付属の円形アームを使用してください。 

（3） 競技者が準備するもの 

（a） 制御用コンピュータ③,開発用コンピュータ④および開発環境 

（b） ケーブルA , B , C ，Ｄ，Ｅ，Ｆ 

（c） 電源装置⑤ 

（d） 入力回路基板①の製作に使用する，はんだごて，こて台，ニッパ，ラジオペンチ, ドライバ，テ

スタ，テーブルタップ，保護メガネ，基板支持用等の工具類 

（e） 筆記用具及び定規，テンプレート等 

（f） 作業服(学校で使用しているもの) 

（g） 実行委員会より，「出力回路基板⑥」「外付けセンサ」「ステッピングモーター」「ＤＣモーター，

ギアボックス」「フォトインタラプタ」のキットは支給するので，大会当日までに競技者が組み立

て持参する． 

４ 注意事項 

（a） 作業を行うにあたっては，リード線の切断時に，破片が周囲に飛び散らないようするなどの安

全に関する事に十分配慮し，決められたエリアで作業を行う． 

（b） 競技会場への資料の持ち込みは認めない．資料は，競技会場にて配布されたもののみ参照

できる． 

（c） 競技準備の時に競技会場の電源（電力）の確認及び競技者が持参した機器の動作確認を行

う． 

５ 審査 

（1） 審査対象 

① 入力回路基板①の図面 

② 入力回路基板① 

③ プログラム課題の動作状況 

④ その他(作業態度など) 
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６ 採点基準 

（1） 採点項目と観点 

採点項目 点数  

プログラミング技術 ４０ ・完成審査での動作状況 

組立技術 ３０ 
・動作状況・部品処理（取付損傷） 

・ハンダの状況・配線・配置 

設計力 ２０ 
・図面の正確さ，完成度 

・配置 ・記号 ・文字 

その他 １０ 
・作業態度 ・作業の安全性 

・工具及び部品の取り扱い ・清掃 

 1 0 0  

（2） 順位の決定方法 

① 合計得点の高い順に高位とする． 

② 合計得点が同点の場合は，「プログラミング技術」，「組立技術」，「設計力」の順に，得点の

高いものを高位とする． 

③ それでもなお同点の場合は,全体の完成度から順位を決定する． 

７ 持ち込みファイル・開発環境申請書の提出 

（1） 持ち込みファイルの審査について 

動作チェックプログラム用のソースファイル，ヘッダファイルをメール（ＰＤＦ）で提出する．但し

事前に練習で制作したプログラムは含まない事． 

（2） 開発環境申請について 

開発環境申請書に使用するマイコン・言語・開発環境・使用するヘッダファイル等の記入を行い，

提出する事． 

（3） 提出期限 令和５年７月３１日（月） 

（4） 提出先 tanabe2852@yahoo.co.jp 

８ その他 

（1） 本大会のＨＰにて，補足やＱ＆Ａ等を記載する． 

（2） 制御対象装置②，外付けセンサ（加速度センサ，アナログジョイスティック回路基板等を購入希望

の方は，以下から購入できます． 

株式会社ニソール 

〒３５０－１３０６ 埼玉県狭山市富士見２丁目２－１２ 

ＴＥＬ：０４－２９５８－８６００（代） 

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｎｉｓｏｕｌ．ｃｏ．ｊｐ 

以下、第２３回ものづくりコンテスト全国大会 電子回路組立部門課題より 
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